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NYマーケットレポート（2015年 2月 16日) 

外国為替市場は、米国が President's Day（プレジデンツ・デー）の祝日で主要市場が休場となり、取引材料に乏しい中、ブリュッセルで開か

れたギリシャ救済に関する協議の結果に注目が集まった。そして、協議では、ギリシャ当局者がユーログループの示した既存プログラムを延

長する提案を「受け入れられない」と拒絶し、話し合いは突然打ち切られた。これを受けて、ユーロは主要 16 通貨すべてに対して下落となり、

またリスク回避の動きが強まったことから円が買われ、ドル円・クロス円も軟調な動きとなった。 

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY 市場レポート 
 

22：00 
ドル/円 118.58  ユーロ/円 135.31  ユーロ/ドル 1.1412 
 
 
22：00 
欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比  

英 FT100 6861.64 -11.88 ダウ INDEX 
FUTURE 17973 -9  

 

仏 CAC40 4757.36 -2.00 S&P500 
FUTURE 2091.00 -2.50  

 

独 DAX 10933.62 -29.78 NASDAQ 
FUTURE 4379.25 +2.25  

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

本日の米国市場は、President's Day（プレジデンツ・デー）の祝日で、株式や国債のほか NYMEXを含む CMEグルー

プの各取引市場が終日休場となる。通常取引は 17日に再開される。 

 

President's Day（プレジデンツ・デー）とは、建国の父George Washingtonと偉大な大統領Abraham Lincolnの誕

生を祝う米国の祝日で、毎年2月の第3月曜日となる。2人の大統領の誕生日が近い（リンカーン2/12、ワシント

ン 2/22）ことから、まとめられたと言われている。 

 

George Washington誕生日として 2月22日が祝日（Washington's Birthday）だったが、1971年より、米国の連邦

祝日としてPresident's Dayとなった。 

 

 

22：35 

≪ 要人発言 ≫ 

ショイブレ独財務相～ユーロ圏財務相会合前に話した 

 

・「ギリシャ政府はまったく動いていない」 

 

 

23：30 

≪ 要人発言 ≫ 

デギンドス・スペイン経済相 

 

・「ギリシャ協議、合意成立すると期待」 

・「現時点でギリシャのユーロ離脱は討議されていない」 

・「救済融資の返済はギリシャ問題で譲れない一線」 

 

 

≪欧州のポイント≫  

 

①英中銀金融政策委員会のウィール委員が日曜に、市場予想より早期に利上げを開始する必要があるとの見解を示

したことが材料視されている。同委員は、中銀が 2017年半ばまでにインフレ率は目標の 2％を上回ると予想してお

り、これに合わせて金利を引き上げる必要が出るとの認識を示した。 
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②ドイツ中銀は、緊急流動性支援を受けているギリシャの銀行に対して流動性改善に取り組むよう訴え、ギリシャ

短期国債を買い入れないよう求めた。連銀は月報で、緊急流動性支援は一時的な流動性問題を抱えた支払い能力の

ある銀行向けのプログラムと指摘。月報では、今年のドイツ経済成長は、昨年秋に示した予想を上回る可能性があ

るとした。これにより予測が上方修正される見通しもでてきた。 

 

③EUは、ブリュッセルでユーロ圏財務相会合を開いた。月末が期限の対ギリシャ金融支援問題を再協議。厳しい財

政緊縮策を条件とした従来の支援枠組みを一時延長すべきだとする EU側と、条件を緩和した新たな支援措置を求め

るギリシャ側の交渉はヤマ場となる。   

 

 前回会合では、交渉の進め方に関する共同声明さえ合意できず、大きな不安が広がった。ただ、双方の立場の一

致点と相違点を明確にすることを目的に実務者レベルの協議が開かれた。 

 

 ギリシャのツィプラス新政権は、EU側が求めてきた財政収支目標の緩和を通じ、苦境にある国民の支援策を実行

したい考えで、緊縮策の「30％軽減」を主張。EU側は軽減によって国家財政にどのような影響が出るのか数値化を

求めたとみられる。 

 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6857.05 -16.47 
仏 CAC40 4751.95 -7.41 
独 DAX 10923.23 -40.17 

ストック欧州 600 指数 376.55 -0.52 
ユーロファースト 300 指数 1502.10 -0.72 
スペイン IBEX35 指数 10689.50 -50.00 

イタリア FTSE MIB 指数 21165.84 -38.23 
南ア アフリカ全株指数 52995.89 +28.26 

＊南ア株は最高値を更新                                                        (出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、ギリシャ支援をめぐるユーロ圏財務相会合の結果を見極めたいと様子見気分が強く、積極的な買

いは手控えられ、主要株価は小動きの展開が続いた。  

 
(出所：ブルームバーグ) 
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2：10 

ギリシャ政府当局者 

 

・「ユーロ圏財務相会合での合意は不可能」 

・「EU側の案は不合理、受け入れ不能」 

 

 

2：25 

ユーログループ声明草案 

 

・「ギリシャ現行プログラムの柔軟性に言及」 

・「ギリシャが拒否した提案に言及」 

 

 

2：55 

欧州の財務相会合は打ち切り、ギリシャは救済命令を受けないと主張。 

 

 

3：40 

≪ 要人発言 ≫ 

ユーログループ議長 

 

・「20日に特別会合を開く可能性はある」 

・「最善なのはギリシャ救済プログラムの延長」 

・「ギリシャは財政面での公約が必要」 

・「既存プログラムに基づいた合意である必要」 

 

 

≪ポイント≫  

 

ブリュッセルで16日開かれたギリシャ救済に関する協議は物別れに終った。ギリシャのツィプラス政権の当局者は、

ユーロ圏が示した既存プログラムを延長する提案は不合理で受け入れられないと拒絶し、話し合いは突然打ち切ら

れた。 

 

ユーロ圏財務相会合（ユーログループ）はギリシャが既存の救済条件を順守するという内容の草案文書を審議した。

交渉が一時大揺れとなった後、財務相らは討議を打ち切った。  

 

 
(出所：ネットダニア) 
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4：45 

≪ 要人発言 ≫ 

バルファキス・ギリシャ財務相 

・「持続可能な長期契約を求める」 

・「支援合意を取りまとめることに疑いの余地ない」 

・「ギリシャはユーロ圏のメンバーであり続ける」 

・「ギリシャはユーロ圏との48時間以内の合意期待」 

・「ギリシャは今週のユーロ圏との良い合意を期待」 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 
ダウ平均株価 休 場    

S&P500 種 休 場    

ナスダック 休 場    
                                             (出所：ＳＢＩＬＭ) 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、President's Day（プレジデンツ・デー）の祝日で休場。 

主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 118.48  118.59  118.29  
EUR/JPY 134.47  135.32  134.00  
GBP/JPY 182.03  182.38  181.54  
AUD/JPY 92.11  92.23  91.75  
NZD/JPY 88.83  89.08  88.36  
EUR/USD 1.1351  1.1415  1.1320  
AUD/USD 0.7775  0.7783  0.7751  

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米国の主要市場が休場となり、取引材料に乏しい中、ギリシャ支援に関する協議が物別れとなっ

たことを受けて、ユーロは主要通貨に対して軟調な動きとなった。また、リスク回避の動きが強まり、ドル円・ク

ロス円も軟調な動きが続いた。 

 
(出所：ブルームバーグ) 



 

                       
 

6 
 

 

 
 (出所：ブルームバーグ) 
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